
　「五所川原圏域空き家バンク」は、空き家を売りたい・貸したい人（空き家登録者）の物件を、居住するため
に空き家を買いたい・借りたい人（利用希望者）に紹介するための仕組みです。
　空き家の有効活用などを図り、五所川原圏域定住自立圏（五所川原市・つがる市・鰺ケ沢町・深浦町・鶴田
町・中泊町）への定住促進や空き家の流動化を図るためにも、ぜひ登録ください。
　空き家バンクの運営は、圏域自治体と宅建事業者（協力事業者）が連携して行い、市ホームページで空き家
情報を全国へ発信します。

　県下一斉に春の火災予防運動が実施されます。五所
川原地区消防事務組合消防本部および五所川原消防署、
金木消防署ならびに市浦消防署管内では、防火ＰＲの
ため広報パレードを実施します。
実施期間…４月８日㈪～14日㈰
統一標語
　『 忘れてない？　サイフにスマホに火の確認 』
主な行事
消防署および幼年消防クラブ等による防火パレード
・金木地区　朝日山地内　４月８日㈪　10：00～10：30
・市浦地区　相内地内　　４月９日㈫　 9：50～10：20
・五所川原地区　エルムの街ショッピングセンター内
　　　　　　　　　　　　４月10日㈬　10：30～11：00
問…消防本部予防課　℡35−2020

　119番通報のなかには「火事！火事！早く！」や「交
通事故です！早く来て！」などと実際に火災に見舞わ
れた時や家族がケガや急病の時は、気が動転し、落ち
着いて通報ができなくなることがあります。しかし、
あわてて一方的に話すと、正確に伝わらない上、時間
もかかります。自分だけで一気に話そうとせず、119
番受付員が必要なことを順にたずねますので、それ
に応じる形で、落ち着いてはっきり正確
に答えましょう。
　119番のかけ方は、五所川原地区消
防事務組合のホームページにも掲載し
ています。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。
問…消防本部指令課　℡35−2027

　２月８日、第42回青森県消防職員意見発表会が八戸
市で開催され、五所川原地区消防事務組合の代表とし
て意見発表した五所川原消防署の北川惠太消防士が優
秀賞に輝きました。

　受賞にあたり北川消防士は「一秒を争う災害現場へ
の出場途上においては、交差点でのスムーズな緊急車
両進入が不可欠です。雨天時や聴覚障害を持つ方など
幅広く視覚的に緊急車両の接近を周知させるため、信
号機上に遠隔操作が可能な緊急車両接近回転灯の設置
を提案し、『命を繋ぐ道』と題し発表しました。災害
現場へ向かう緊急車両の安全かつ円滑な走行について、
伝える機会を与えていただき感謝しています」と喜び
を語りました。
　平山賀規署長は「今回の受賞を機に、市民に信頼さ
れる消防士として更なる飛躍を期待します」と話しま
した。

●物件の登録から契約までの主な流れ
　①空き家バンク登録申請

　②宅建事業者による物件の現地調査

　③市ホームページで物件情報を公開

　④宅建事業者の仲介のもと契約を締結

＊空き家バンクへの物件登録は無料です。
＊成約時は仲介手数料が発生します。
＊物件の交渉・契約の締結に市は一切関与しません。

●五所川原圏域空き家バンクのイメージ
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